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令 和 ５ 年 第 ４ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ５ 年 1 2 月 １ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、令 和 ５ 年 第 ４ 回 小

城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、議 員 の 皆 様

に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、こ れ よ り 本 定 例 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の う ち 、先 議 を お 願 い し た い 分 か ら 提 案 理 由 を 御 説

明 申 し 上 げ ま す 。  

 

議 案 第 9 0 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ５ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、そ

れ ぞ れ ２ 億 5 , 6 7 1 万 ９ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 2 9 億 4 , 6 9 1 万 ６ 千 円 と す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、補 正 の 内 容 に つ い て 、ま ず 歳 出 か ら 御 説 明

申 し 上 げ ま す 。  

 

第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、「（ 新 規 ）電 力・ガ ス・

食 料 品 等 価 格 高 騰 重 点 支 援 給 付 金 支 給 事 業（ 追 加 支 給 ）」

に つ き ま し て は 、エ ネ ル ギ ー や 食 料 品 価 格 等 の 物 価 高 騰

の 影 響 を 受 け ら れ て い る 住 民 税 非 課 税 世 帯 を 対 象 に １

世 帯 ７ 万 円 の 給 付 金 を 、前 回 給 付 し た ３ 万 円 に 追 加 し て
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支 給 を す る も の で す 。  

 

以 上 、歳 出 の 主 な 内 容 に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、歳

入 に つ き ま し て は 、国 庫 支 出 金 等 を 計 上 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

 以 上 、先 議 分 の 議 案 に つ き ま し て は 、そ の 概 要 を 御 説

明 申 し 上 げ ま し た が 、御 審 議 の 上 、御 承 認 賜 り ま す よ う

よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 そ れ で は 、引 き 続 き 、本 定 例 会 に 提 案 い た し て お り ま

す 議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 8 0 号  小 城 市 議 会 の 議 員 の 議 員 報 酬 及

び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で

ご ざ い ま す が 、市 議 会 の 議 員 、市 長 、副 市 長 、教 育 長 及

び 病 院 事 業 管 理 者 の 期 末 手 当 の 支 給 割 合 を 改 定 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 1 号  小 城 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、一 般 職 の 職 員 の

給 与 に 関 す る 法 律 の 改 正 等 に 伴 い 、給 料 表 、期 末 手 当 及

び 勤 勉 手 当 の 支 給 割 合 を 改 定 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 2 号  小 城 市 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与
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及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で

ご ざ い ま す が 、地 方 自 治 法 の 改 正 に 伴 い 、会 計 年 度 任 用

職 員 に 対 し て の 勤 勉 手 当 の 支 給 を 規 定 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 3 号  小 城 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の

個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基

づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、行 政 手 続 に

お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関

す る 法 律 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を

行 う も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、医 療 費 の 助 成 に 関 す る 事

務 等 に 利 用 す る 特 定 個 人 情 報 に つ い て 、医 療 保 険 給 付 関

係 情 報 を 加 え る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 4 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、地 方 税 法 等 が 改 正 さ

れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い

ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、産 前 産 後 期 間 に 係 る 所 得

割 額 及 び 被 保 険 者 均 等 割 額 の 免 除 に つ い て 規 定 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 8 5 号  小 城 市 空 家 等 の 適 切 な 管 理 及 び
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活 用 の 促 進 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ

い ま す が 、空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 の 改 正

に 伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 6 号  小 城 市 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業

の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、国 の 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事

業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 の 改 正 に 伴 い 、所 要 の 規

定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、放 課 後 児 童 支 援 員 の 資 格

要 件 の 変 更 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 7 号  小 城 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び

特 定 地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、特 定 教 育・保 育

施 設 及 び 特 定 地 域 型 保 育 事 業 並 び に 特 定 子 ど も・子 育 て

支 援 施 設 等 の 運 営 に 関 す る 基 準 の 改 正 に 伴 い 、所 要 の 規

定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 8 号  小 城 市 健 康 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 及

び 小 城 市 フ ッ ト ボ ー ル セ ン タ ー の 指 定 管 理 者 の 指 定 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ９ 年

３ 月 3 1 日 ま で の ３ 年 間 、 ア イ ル ・ Ｆ Ｃ 管 理 運 営 グ ル ー

プ を 指 定 管 理 者 と し て 指 定 す る た め 、地 方 自 治 法 第 2 4 4

条 の ２ 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、議 会 の 議 決 を 求 め る も の で
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ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 8 9 号  工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、令 和 ４ 年 度（ 仮 称 ）小 城 フ ッ ト ボ ー ル セ

ン タ ー 整 備 事 業（ 土 木 ）工 事 に お い て 、当 初 契 約 金 額 の

９ 億 1 , 7 7 3 万 円 を ９ 億 3 , 2 7 5 万 2 , 7 0 0 円 に 変 更 す る た

め 、 地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 、 議

会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

 ま ず 、 議 案 第 9 1 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳

入 歳 出 予 算 に 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 4 , 5 4 7 万 ５ 千 円

を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 5 1

億 2 , 1 8 6 万 ８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 出 に つ き ま し て は 、

保 険 給 付 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、歳 入 で は 、保 険 給 付 費 に 係 る 県 支 出 金 を 増 額 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 9 2 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 及 び 支

出 の 既 定 の 予 算 か ら そ れ ぞ れ 1 1 5 万 ４ 千 円 を 減 額 し 、
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補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 収 益 的 収 入 及 び 支 出 そ れ ぞ れ ３

億 2 , 1 6 6 万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 、工 事

負 担 金 を 減 額 し 、 収 益 的 支 出 は 、 工 事 請 負 費 を 減 額 し 、

減 価 償 却 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、収 支 の 調 整 の た め 予 備 費 を 減 額 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 9 3 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既 定

の 予 算 か ら 6 , 0 9 6 万 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 1 3 億 3 , 6 2 2 万 ６ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の 予 算

に 1 1 7 万 ２ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 3 億

2 , 0 1 3 万 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 、医 業

収 益 を 減 額 し 、医 業 外 収 益 と し て 佐 賀 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 対 応 医 療 提 供 体 制 強 化 緊 急 補 助 金 の う ち 、令

和 ５ 年 ４ 月 か ら 令 和 ５ 年 ９ 月 ま で の 分 と し て 決 定 さ れ

た 補 助 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 は 、人 事 院 勧 告 等 に よ る 人 件 費 の 補 正 の ほ

か 認 定 看 護 師 資 格 取 得 の た め の 経 費 を 計 上 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 9 4 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既
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定 の 予 算 に 3 5 3 万 ６ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総

額 を 1 8 億 7 , 5 2 9 万 ９ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の 予

算 に 3 , 9 8 3 万 ９ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を

1 6 億 3 0 4 万 ８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 、消 費

税 の 再 計 算 や 牛 津 川 遊 水 地 事 業 に 伴 う 市 営 浄 化 槽 の 損

失 補 償 金 を 増 額 し 、収 益 的 支 出 は 、固 定 資 産 登 録 の 修 正

に 伴 い 減 価 償 却 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 か ら 4 1 万 ３ 千 円 を 減

額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を ７ 億 5 , 1 9 2 万 ７ 千 円 と し 、

資 本 的 支 出 の 既 定 の 予 算 か ら 5 5 4 万 １ 千 円 を 減 額 し 、

補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 5 億 1 , 7 3 4 万 ６ 千 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 は 、市 営

浄 化 槽 事 業 に お い て 国 庫 補 助 金 を 増 額 、企 業 債 と 他 会 計

補 助 金 を 減 額 し 、資 本 的 支 出 は 、牛 津 川 遊 水 地 事 業 に 伴

う 移 転 者 の 市 営 浄 化 槽 設 置 に つ い て 、本 年 分 が 予 定 よ り

少 な く 見 込 ま れ る た め 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 9 5 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 ６ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、

そ れ ぞ れ ５ 億 1 0 8 万 ４ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 3 4 億 4 , 8 0 0 万 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  
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第 ２ 表  繰 越 明 許 費 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 住 民 基 本

台 帳 事 務 」か ら「 林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 」ま で の ５ 事 業

を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 三 日 月

保 健 福 祉 セ ン タ ー 指 定 管 理 料（ 燃 料 費 高 騰 分 ）」及 び「 牛

津 川 遊 水 地 事 業 集 団 移 転 先 造 成 工 事 費 」 を 追 加 し 、「 小

城 保 健 福 祉 セ ン タ ー 指 定 管 理 料 」及 び「 芦 刈 保 健 福 祉 セ

ン タ ー 指 定 管 理 料 」の 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

第 ４ 表  地 方 債 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 児 童 セ ン タ ー

事 業 」及 び「 農 地 及 び 農 業 用 施 設 災 害 復 旧 事 業 」を 追 加

し 、「 庁 用 車 管 理 事 業 」 か ら 「 林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 」

ま で の ７ 事 業 の 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、補 正 の 内 容 に つ い て 、ま ず 歳 出 か ら 御 説 明

申 し 上 げ ま す 。  

 

第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 介 護 給 付 費 ・ 訓 練

等 給 付 費 支 給 事 業 」、「 子 ど も の 医 療 費 助 成 事 業 」及 び「 生

活 保 護 費 支 給 事 務 」は 、給 付 費 や 医 療 費 等 の 増 加 に 伴 う

扶 助 費 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、「 牛 津 川 遊 水 地 事 業 」
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は 、集 団 移 転 地 の 土 地 購 入 費 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

第 1 1 款  災 害 復 旧 費 で ご ざ い ま す が 、「 農 地 及 び 農

業 用 施 設 災 害 復 旧 事 業 」 及 び 「 林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 」

は 、令 和 ５ 年 ７ 月 の 豪 雨 で 被 災 し た 農 地 及 び 農 林 業 施 設

の 復 旧 工 事 費 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ の 他 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時

交 付 金 を 活 用 し た 物 価 高 騰 対 策 と い た し ま し て 、「 小 城

保 健 福 祉 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 」 の 他 ４ 事 業 に つ い て 、

指 定 管 理 者 が 管 理 し て い る 各 施 設 の 物 価 高 騰 に 対 す る

支 援 金 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け な が ら も 、地 域 の 安 心・

安 全 の た め に 医 療・介 護・保 育 等 の 運 営 を 継 続 さ れ て い

る 事 業 者 に 対 し ま し て 、物 価 高 騰 の 影 響 が 長 期 化 し て お

り ま す の で 、一 律 ５ 万 円 の 支 援 を 行 う た め の 報 償 費 を ６

月 補 正 に 引 き 続 き 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、歳 出 の 主 な 内 容 に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、歳

入 に つ き ま し て は 、事 務 事 業 に 伴 う 国・県 支 出 金 、分 担

金 及 び 負 担 金 、市 債 な ど を 増 額 し 、市 税 、財 産 収 入 、寄

附 金 な ど を 計 上 し 、財 政 調 整 基 金 繰 入 金 に よ り 財 源 調 整

を す る も の で ご ざ い ま す 。  
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以 上 、本 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ き

ま し て は 、そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、御 審 議

の 上 、御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し

て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


